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浚渫粘土塊用いた広大な不均質埋立地盤の建設
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海上測定用線源・BG一体型RIコーンの新規開発

A S T RI D i C P b
線源・BG分離型(従来）
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従来型RIコーンと新規開発した

プラットフォーム（18m×8m）
カウンターウェイト 10 ton

海上CPT貫入システム

コントロール室

湿潤密度  (kN/ 3)

従来 新規開発
線源・BG一体型RIコーンとの

精度比較
反力用タワーと
水圧式貫入装置
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6 ・浚渫粘土塊を利用した不均質な埋立地の密度
と沈下管理にRIコーン貫入試験機を適用した
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) と沈下管理にRIコーン貫入試験機を適用した。

・自然由来のγ線（BG値）が貫入ポイントによって
大きくばらつく地盤であり，正確な同孔貫入を担
保するために 線源 BG 体型のRI ンを開
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保するために，線源・BG一体型のRIコーンを開
発し，現地適用した。

・従来型との精度検定を実施し，同等の測定精度

海底地盤
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を得た。BG測定のみの貫入が省略できるので，
経済性が飛躍的に向上した。

・現在も施工の進展に伴って経時的な測定を継
線源・BG分離型

線源・BG一体型
続しており，現場の密度・沈下管理ツールとして
現時点ではベストであると考えられる。


